
　資源化センターからの帰り道、平

塚の天満宮で白梅の木を見つけまし

た。寒風が吹く中、咲いている花は

まばら。つぼみの多くは、まだ固く

閉じたまま▶1週間後、同じ木を観

察。前に見たときと特に変わった様

子はない。と思いながら近づくと、

つぼみは、どれもが大きく膨らんで

います。開花の準備は万全。夕方、

みぞれ混じりの冷たい雨が降る中で

も、季節は確実に春に向かっている

と実感しました▶川越に春の訪れを

告げる、小江戸川越春まつり。新河

岸川での舟運は、人気のイベントの

ひとつ。両岸から張り出すように咲

く桜の花を映した、淡紅色の川面。

舟が滑るように進む様子を見るのが

今から楽しみです▶まだ固い桜のつ

ぼみも、春を待ちわびながら、一雨

ごとに柔らかくなります。
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ま
ち
の
中
に
あ
る
美
術
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
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中
央
図
書
館
の

中
に
入
る
と
、
二

階
ま
で
の
吹
き
抜

け
。正
面
奥
に
は
、

た
く
さ
ん
の
本
が

並
ぶ
書
架
が
見
え

ま
す
。
右
側
を
見

上
げ
る
と
、
キ
ラ

キ
ラ
輝
く
色
鮮
や

か
な
、
作
品
が
目

に
留
り
ま
す
。
赤
、
白
、
オ
レ
ン
ジ
、
緑
、
青
な
ど
の
色
が
さ
ま
ざ
ま
な

幅
で
平
行
に
積
み
重
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
環
境
造
形
作
家
・
西に

し

田だ

明あ
け

未み

さ
ん
の
作
品
で
、
タ
イ
ト
ル
は
「
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ
」。
そ
の
名
の
と
お
り
、

横
に
積
ま
れ
た
本
が
主
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
離
れ
て
見
た
と
き
に
輝
い

て
い
た
の
は
、
大
き
さ
の
違
う
立
体
ガ
ラ
ス
。
近
く
に
寄
り
、
下
か
ら
見

上
げ
る
と
、
ご
つ
ご
つ
し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
背
表
紙
に
は
金
色

で
文
字
の
よ
う
な
も
の
や
模
様
が
描
か
れ
、
重
な
っ
た
本
の
厚
み
や
高
さ

は
い
ろ
い
ろ
。ど
ん
な
内
容
の
本
な
の
か
想
像
し
て
み
る
の
も
楽
し
そ
う
。

さ
あ
、
今
日
は
何
の
本
を
借
り
よ
う
か
な
？

ア
ー
ト

越
川
な

　

　

市
役
所
北
側
の
駐
車
場
の

植
え
込
み
を
彩
る
、
鮮
や
か

な
赤
色
。
遠
く
か
ら
見
る
と
、

花
と
見
間
違
え
る
ほ
ど
の
色

は
、
葉
の
紅
葉
。
背
丈
は
低
く
、
三
十
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
。
葉
が
丸
く
反
り
返
る
様
子
が
、
ふ

っ
く
ら
し
た
お
多
福
に
似
て
い
て
、
こ
の
名
前
が

付
い
た
と
か
。
和
名
の
南
天
は
、
難
を
転
じ
る
に

通
じ
、
縁
起
が
良
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
帰
り
の
子
供
た
ち
が
、
寒
さ
で
ほ
っ
ぺ
た

を
赤
く
し
て
、
元
気
に
走
っ
て
行
き
ま
し
た
。

オ
タ
フ
ク
ナ
ン
テ
ン
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